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一
面
　　木
材
産
業
研
修
会
を
開
き
県
木
　　

　　　　　　協
連
事
務
局
等
か
ら
約
七
十
名
　

　　　　　　が
参
加
　　今
年
の
振
興
大
会
は

　　　　　　十
月
二
十
一
日
に
大
阪
で
開
催

四
面
　　景
況
調
査

　　　　　　　　　　　　多
岐
に
わ
た
っ
た
研
修
内
容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　全
国
か
ら
70
名
が
参
加

　
全
木
協
連
は
、
七
月
二
十
九
、
三
十
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
東
京
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
、「
木
材
産

業
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。
各
都
道
府
県
木
連
の
事

務
局
の
常
勤
役
職
員
ら
約
七
十
名
が
参
加
し
た
。
研

修
内
容
は
、
①
木
材
・
住
宅
関
係
平
成
十
五
年
度
施

策
②
木
材
の
外
構
材
と
し
て
の
利
用
③
木
の
に
お
い

の
生
理
作
用
と
居
住
環
境
へ
の
影
響
④
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
制

度
移
行
後
の
新
た
な
課
題
⑤
環
境
重
視
の
木
材
産
業

経
営
と
今
後
の
戦
略
⑥
全
木
連
活
動
報
告
の
六
項
目
。

そ
れ
ぞ
れ
担
当
講
師
か
ら
講
義
を
受
け
、
予
定
の
と

お
り
に
終
了
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
全
国
中
小
企

業
団
体
中
央
会
の
助
成
を
受
け
て
、
毎
年
こ
の
時
期

に
行
っ
て
い
る
も
の
。
受
講
後
の
参
加
者
の
反
応
は

概
ね
良
好
で
あ
っ
た
が
、
テ
ー
マ
が
多
岐
に
わ
た
っ

た
た
め
か
、
内
容
を
絞
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意

見
も
聞
か
れ
た
。

　
会
議
一
日
目
は
、
前
半
の
三
テ
ー
マ

で
あ
る
前
述
の
①
〜
③
に
つ
い
て
行
っ

た
。

　
平
成
十
五
年
度
の
木
材
関
係
施
策
に

つ
い
て
は
、
林
野
庁
の
河
野
元
信
木
材

課
長
が
講
義
し
た
。
十
五
年
度
予
算
は
、

①
地
域
材
利
用
の
推
進
②
木
材
産
業
の

体
制
整
備
③
適
切
な
木
材
貿
易
の
推
進

を
施
策
の
目
的
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
推

進
方
向
ご
と
に
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
住
宅
関
係
施
策
に
つ
い
て
は
、
国
土

交
通
省
の
小
田
広
昭
木
造
住
宅
振
興
室

長
が
、
建
築
基
準
法
等
に
基
づ
く
シ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
対
策
及
び
木
造
住
宅
振
興
に

関
す
る
施
策
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

　
木
材
の
外
構
材
と
し
て
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
東
京
農
工
大
学
大
学
院
名
誉

教
授
の
喜
多
山
繁
氏
が
講
義
し
た
。

　
同
教
授
は
道
路
の
木
製
遮
音
壁
を
例

に
、
木
材
を
外
構
材
に
使
う
意
義
と
し

て
、
木
製
以
外
の
も
の
で
も
、
い
つ
か

は
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
場
合
の
廃

棄
の
容
易
さ
と
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
面
で
は
、
木
材
が
有
効
で
あ
る
た
め
、

環
境
面
か
ら
も
木
材
を
利
用
す
る
こ
と

の
意
義
が
大
き
い
こ
と
を
指
摘
す
る
と

と
も
に
、
間
伐
材
の
利
用
な
ど
を
通
じ
、

日
本
の
森
林
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
を
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
加
工
形
状
に
よ
り
、
防
音
性

も
高
ま
る
こ
と
、
周
辺
住
民
に
も
好
評

で
あ
る
こ
と
を
、
大
分
県
で
の
試
験
的

な
設
置
事
例
に
基
づ
い
て
紹
介
し
た
。

　
樹
木
の
香
り
と
そ
の
保
健
休
養
機
能

に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授

の
谷
田
貝
光
克
氏
が
講
義
し
た
。

　
同
教
授
は
木
材
の
に
お
い
と
樹
木
の

揮
発
性
成
分
と
の
関
係
、
そ
の
特
性
、

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
原
因
、
樹
木
の
揮
発

性
物
質
の
人
間
な
ど
へ
の
生
理
作
用
な

ど
に
つ
い
て
簡
易
に
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
規
制
と
木
質
建
材

の
使
用
制
限
に
つ
い
て
木
材
研
究
者
と

し
て
の
立
場
か
ら
、
意
見
を
述
べ
た
。

　
第
二
日
目
は
、
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
移
行

後
の
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
、
全
木
連

検
査
部
の
阿
部
部
長
が
講
義
し
た
。

　
同
部
長
は
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
に
移
行
後
、

認
定
工
場
以
外
か
ら
の
第
一
種
格
付
検

査
申
請
が
増
え
る
と
と
も
に
、
検
査
の

対
象
と
な
る
一
荷
口
に
対
し
て
多
品
目

る
。

　
第
一
部
が
大
会
議
事
。
第
二
部
が
記

念
ト
ー
ク
（
浜
村
淳
氏
）、第
三
部
が
表

彰
式
。

　
全
国
か
ら
多
数
の
参
加
を
期
待
し
て

い
る
。

　　　　今
年
の
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

　　　　　　　　　　　　10
月
21
日
に
大
阪
で
開
催

木
材
産
業
研
修
会
を
開
催

二
面
　　J
A
S
展
示
会
の
開
催
　　林
野

　　　　　　庁
幹
部
と
意
見
交
換
会
開
く

三
面
　　シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
規
制
の
影
響

　
全
木
連
、
全
木
協
連
が
主
催
す
る
第

三
十
八
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
は

十
月
二
十
一
日
に
、
大
阪
市
の
大
阪
国

際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
る
。

　
今
年
は
、
全
木
連
創
立
五
十
周
年
記

念
大
会
で
あ
り
、
全
木
連
近
畿
支
部
と

大
阪
府
木
材
連
合
会
が
大
会
を
担
当
す
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の
混
在
や
、
申
請
外
の
荷
口
の
追
加
検

査
の
要
請
な
ど
、
現
場
段
階
で
の
問
題

が
見
ら
れ
る
た
め
、
依
頼
検
査
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
統
一
的
な
対
応
を
は

か
る
方
針
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
環
境
重
視
の
木
材
産
業
経
営
と
今
後

の
戦
略
に
つ
い
て
は
、
中
国
木
材
株
式

会
社
の
堀
川
保
幸
社
長
が
講
義
し
た
。

　
同
社
長
は
創
業
か
ら
今
日
ま
で
の
同

社
の
沿
革
に
つ
い
て
、
酒
樽
製
造
に
始

ま
り
、
チ
ッ
プ
製
造
、
北
洋
材
製
材
、

米
材
製
材
と
移
行
し
、
プ
レ
カ
ッ
ト
の

開
始
、
集
成
材
製
造
と
、
そ
の
時
代
ご

と
に
変
化
に
対
応
し
て
き
た
こ
と
を
紹

介
。

　
会
社
経
営
の
合
理
化
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
追
求
し
て
き
た
結
果
と
し
て
、
廃

樹
皮
の
熱
源
へ
の
利
用
な
ど
、
環
境
貢

献
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
を
説
明
し
、

今
後
と
も
、
こ
の
方
向
で
事
業
を
展
開

す
る
方
針
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
我
が
国
は
、
製
造
業
に
と
っ

て
は
、
製
造
コ
ス
ト
が
高
く
、
国
際
競

争
力
を
保
つ
う
え
か
ら
も
、
現
在
の
林

産
物
関
税
は
死
守
し
て
ほ
し
い
と
強
調

し
た
。

　
最
後
に
、
全
木
連
活
動
報
告
と
し
て
、

①
振
興
大
会
②
全
木
連
五
十
周
年
事
業

③
木
材
利
用
の
普
及
推
進
④
Ｊ
Ａ
Ｓ
制

度
⑤
各
制
度
の
見
直
し
⑥
環
境
・
安
全

⑦
予
算
・
金
融
・
税
制
の
各
分
野
ご
と

に
、
状
況
を
解
説
し
て
、
終
了
し
た
。

　　　　全
国
８
会
場
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
展
示
会

　　　　　　　　　　　　新
制
度
下
で
の
初
の
開
催

　
全
木
連
、
全
市
連
、
全
買
連
が
共
催

す
る
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示

会
」
が
今
年
度
も
、
八
月
か
ら
十
一
月

に
か
け
て
全
国
八
会
場
で
行
わ
れ
る
。

今
回
で
三
十
一
回
の
開
催
。

　
建
築
基
準
法
の
性
能
規
定
化
や
住
宅

の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

等
に
よ
り
、
建
築
材
料
と
し
て
の
木
材

は
、
強
度
な
ど
の
客
観
的
評
価
や
形
状
、

寸
法
の
安
定
性
の
高
い
人
工
乾
燥
処
理

を
行
っ
た
構
造
材
料
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク

を
付
け
た
製
材
品
が
市
場
に
十
分
に
浸

透
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
が

あ
る
。

　
今
回
は
、
新
し
い
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
も

と
で
の
、
記
念
す
べ
き
第
一
回
目
の
展

示
会
と
な
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
展
示
会

を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
が
少
し
で

も
普
及
推
進
し
て
い
く
よ
う
に
製
材
業

界
共
々
努
力
す
る
こ
と
が
肝
要
。
こ
の

機
会
に
多
く
の
認
定
工
場
か
ら
の
Ｊ
Ａ

Ｓ
製
品
の
出
品
を
期
待
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ

ー
ク
品
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
、

主
催
者
は
考
え
て
い
る
。

　
開
催
日
、
会
場
は
次
の
と
お
り
。

　
▼
八
月
五
日
、
東
海
木
材
相
互
市
場

▼
八
月
七
日
、
東
京
木
材
市
場
▼
八
月

二
十
七
日
、
西
垣
林
業
▼
九
月
二
十
五

日
、
福
島
中
央
木
材
市
場
▼
十
月
二
日
、

津
山
綜
合
木
材
市
場
▼
十
月
八
日
、
丸

宇
木
材
市
売
大
栄
浜
市
場
▼
十
一
月
二

十
一
日
、
熊
本
木
材
▼
十
一
月
二
十
六

日
、
ウ
ッ
ド
ピ
ア
市
売
。

平成15年8月25日（月曜日）

　　林
野
庁
幹
部
と
意
見
交
換
会
開
く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　木
材
産
業
の
構
造
改
革
が
ポ
イ
ン
ト

　　し
て
取
り
組
め
る
よ
う
な
施
策
の
制

　　定
５
、
地
域
材
を
活
用
し
た
住
宅
建
設
に

　　対
し
、
融
資
、
税
制
、
補
助
制
度
を

　　活
用
し
た
優
遇
策
に
よ
る
建
設
促
進

６
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
や
医
療
・

　　福
祉
施
設
な
ど
へ
の
地
元
産
材
の
優

　　先
利
用
、
補
助
率
ア
ッ
プ
、
木
造
へ

　　の
諸
規
制
の
緩
和
等
に
よ
る
木
材
利

　　用
の
推
進

７
、
木
材
の
最
大
の
需
要
先
で
あ
る
木

　　造
住
宅
建
築
へ
の
思
い
き
っ
た
助
成

　　制
度
の
創
設

８
、
公
共
土
木
工
事
等
に
活
用
さ
れ
た

　　木
材
の
劣
化
・
腐
朽
に
係
る
メ
ン
テ

　　ナ
ン
ス
の
た
め
の
費
用
の
支
援
措
置

９
、
品
質
・
強
度
等
に
ば
ら
つ
き
の
あ

　　る
木
製
品
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め

　　に
行
う
木
材
の
新
用
途
開
発
に
伴
う

　　実
証
実
験
に
対
す
る
支
援
措
置

　　回
答
＝
１
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四

年
八
月
の
調
査
で
、
全
国
で
百
四
十
四

の
団
体
が
取
組
み
、
年
間
約
五
千
戸
の

住
宅
供
給
を
し
て
お
り
、
今
後
と
も
推

進
し
た
い
。
２
に
つ
い
て
は
、
杉
板
よ

り
は
樹
皮
断
熱
材
の
活
用
が
適
当
。
３

の
実
現
は
W
T
O
協
定
上
困
難
。
４
に

つ
い
て
は
、
地
域
材
利
用
体
制
整
備
事

業
を
活
用
さ
れ
た
い
。
５
に
つ
い
て
は
、

補
助
事
業
や
地
方
財
政
措
置
に
係
る
都

道
府
県
へ
の
情
報
提
供
を
通
じ
て
、
木

造
住
宅
の
建
設
促
進
に
努
め
た
い
。
地

域
材
の
利
用
を
条
件
に
国
が
個
人
住
宅

建
設
に
対
す
る
優
遇
措
置
を
設
け
る
こ

と
は
国
際
貿
易
ル
ー
ル
上
の
問
題
が
あ

る
。
６
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
自

体
、
木
材
利
用
拡
大
の
実
行
計
画
を
策

　
全
木
連
は
、
八
月
八
日
に
開
催
し
た

正
副
会
長
支
部
長
会
議
に
、
林
野
庁
長

官
は
じ
め
幹
部
を
招
き
、
意
見
交
換
し

た
。

　
会
議
は
、
全
木
連
が
各
支
部
よ
り
、

事
前
に
提
出
を
受
け
た
意
見
・
要
望
を

林
野
庁
側
に
伝
え
、
そ
れ
に
そ
っ
て
、

意
見
交
換
す
る
形
で
進
め
ら
れ
た
。

　　全
木
連
か
ら
の
意
見
・
要
望
は
、
木

材
の
利
用
推
進
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
、
国

有
林
野
事
業
関
係
ま
で
幅
広
く
三
十
三

項
目
に
お
よ
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

林
野
庁
か
ら
回
答
が
示
さ
れ
た
。

　　回
答
の
内
容
は
、
項
目
に
よ
っ
て
、

ト
ー
ン
が
異
る
が
、
地
域
材
の
利
用
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
木
材
自
体
の
利
用

推
進
と
木
材
産
業
の
構
造
改
革
が
、
不

可
分
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
い
る
。

　　意
見
・
要
望
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
省
略
。）

1
、
大
型
予
算
の
確
保

１
、
地
域
材
の
利
用
推
進
に
関
す
る
　　

　　「
木
造
公
共
施
設
整
備
事
業
」
等
の

　　大
型
予
算
の
確
保

２
、
一
般
消
費
者
向
け
の
Ｔ
Ｖ
等
に
よ

　　る
全
国
規
模
で
行
う
木
材
の
Ｐ
Ｒ
活

　　動
に
対
す
る
大
型
予
算
の
確
保

３
、
健
全
な
森
づ
く
り
、
木
材
の
需
要

　　拡
大
に
向
け
た
大
型
予
算
の
確
保

４
、
温
暖
化
防
止
に
係
る
森
林
整
備
関

　　　　　　　　　　　　木
材
利
用
の
推
進
と　　係

予
算
の
別
枠
確
保

５
、
林
業
・
木
材
産
業
構
造
改
革
事
業

　　の
拡
充
・
強
化
並
び
に
転
廃
業
の
促

　　進
に
係
る
助
成
措
置
の
強
化

６
、
緑
の
雇
用
担
い
手
育
成
対
策
の
拡

　　充
　　回
答
＝
１
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学

省
、
厚
生
労
働
省
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
十
六
年
度
予
算
の
確
保
に
努

め
た
い
。
２
に
つ
い
て
も
十
六
年
度
予

算
確
保
に
努
力
。
３
に
つ
い
て
も
同
様
。

４
に
つ
い
て
は
、
財
政
運
営
の
重
点
項

目
に
位
置
付
け
ら
れ
、
税
財
源
を
含
め

積
極
的
に
対
応
し
た
い
。
５
に
つ
い
て

は
、
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
達
成
に

向
け
、
事
業
を
実
施
中
。
さ
ら
に
大
規

模
需
要
者
に
国
産
材
を
供
給
す
る
体
制

づ
く
り
を
検
討
中
。
６
に
つ
い
て
は
、

十
四
年
度
補
正
予
算
の
実
行
結
果
を
見

て
検
討
し
た
い
。

2
、
木
材
利
用
推
進
に
つ
い
て

１
、
顔
の
見
え
る
木
材
で
の
家
づ
く
り

　　の
推
進

２
、
石
化
製
品
（
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
等
）

　　の
断
熱
材
に
替
わ
っ
て
熱
伝
導
率
の

　　低
い
杉
厚
板
を
断
熱
材
と
す
る
「
遮

　　壁
」
の
活
用
・
推
進

３
、
原
木
段
階
で
の
内
外
価
格
差
縮
減

　　対
策
の
推
進

４
、
地
域
材
の
需
要
開
拓
に
つ
い
て
は
、

　　県
単
位
の
事
業
の
み
で
な
く
、
生
産

　　地
と
消
費
地
と
の
都
道
府
県
が
協
力
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　　シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
規
制
の
影
響
は
？

　　　　　　　　　　　　　　目
立
っ
た
混
乱
は
見
え
ず

　　　　　　　　　　　　　　換
気
施
設
義
務
づ
け
に
は
不
満
も

　　輸
入
建
材
に

　　　　　　関
連
す
る
不
満
も

　　ム
ク
材
へ
の
差
別
化

　　　　　　　　を
求
め
る
声
も

　　本
格
木
造
の

　　　　　　担
い
手
に
は
不
評

　
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
と
し
て
の
改
正

建
築
基
準
法
の
適
用
が
七
月
一
日
よ
り

始
ま
り
、当
初
は
混
乱
も
心
配
さ
れ
た
が
、

大
過
な
く
一
ヵ
月
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

　
大
手
建
材
メ
ー
カ
ー
は
早
い
段
階
か

ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
取
得
準
備
を

進
め
、
新
た
な
表
示
に
ス
ム
ー
ズ
に
切

り
換
え
て
対
応
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
で
な
い
製
品
に
つ

い
て
は
、
大
臣
認
定
が
進
ん
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
、
大
臣
認
定
の
建

材
を
基
材
に
二
次
加
工
を
し
た
製
品
、

あ
る
い
は
作
り
付
け
の
家
具
、
ド
ア
な

ど
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
団

体
に
お
い
て
放
散
等
級
の
登
録
制
度
が

設
け
ら
れ
、
自
主
表
示
で
の
対
応
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
取
得
は
、
国
内
メ
ー
カ
ー

を
中
心
に
進
ん
だ
も
の
の
、
海
外
で
の

取
得
は
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
規
制

適
用
の
猶
予
と
い
っ
た
申
し
出
も
あ
っ

た
と
い
う
。
い
ず
れ
海
外
の
大
手
メ
ー

カ
ー
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
を
取
得
し
、
出
荷
を
進

め
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
東
南

ア
ジ
ア
、
中
国
な
ど
の
中
小
メ
ー
カ
ー

の
動
静
に
つ
い
て
は
、
予
測
が
つ
か
な

い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
製
品
に
つ

い
て
は
、
日
本
国
内
の
輸
入
者
が
第
一

種
格
付
あ
る
い
は
大
臣
認
定
で
対
応
し

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
、
元
々
、
製
造
業
者
が
行
う
べ
き
も

の
で
、
輸
入
者
が
行
わ
ざ
る
を
え
な
い

現
状
に
対
し
、
輸
入
建
材
に
限
っ
て
い

え
ば
、
流
通
業
者
の
不
満
は
大
き
い
。

　
一
時
、
誤
っ
た
解
釈
が
先
行
し
た
り

し
た
こ
と
も
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
が

背
景
に
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
輸
入
建
材
の
代
表
で
あ

る
板
状
の
集
成
材
に
つ
い
て
は
、
関
税

の
こ
と
も
あ
っ
て
、
従
前
か
ら
、
集
成

材
で
な
く
、
板
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
き

た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
今
後
、
簡
単
に

生
産
地
で
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
化
が
進
む
と
は
考

え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
し

ば
ら
く
は
、
今
の
状
態
が
続
く
も
の
と

思
わ
れ
る
。

定
し
、
促
進
に
努
め
る
。
７
は
５
と
同

様
。
８
に
つ
い
て
は
、
木
材
の
特
質
を

考
慮
し
、
利
用
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う

努
め
た
い
。
９
に
つ
い
て
は
、
木
材
利
用

革
新
的
技
術
開
発
事
業
等
に
よ
り
支
援
中
。

3
、
環
境
対
策
に
つ
い
て

１
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
放
散
等
級
の

　　表
示
を
登
録
す
る
制
度
に
お
い
て
は
、

　　無
垢
材
は
規
制
対
象
外
と
い
う
こ
と

　　で
表
示
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

　　が
、
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
し
な
い
何
ら

　　か
の
措
置
方
策
の
構
築
。
例
え
ば
Ｆ

　　☆
☆
☆
☆
☆
表
示
等

２
、
間
伐
材
を
使
用
し
た
紙
製
品
の
環

　　境
物
品
と
し
て
グ
リ
ー
ン
購
入
法
上

　　の
位
置
付
け
を

３
、
除
間
伐
材
や
林
地
残
材
な
ど
木
質

　　バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
事
業
の
拡
充

４
、
木
く
ず
処
理
に
つ
い
て
、
木
材
資

　　源
の
再
利
用
の
観
点
か
ら
、
そ
の
形

　　態
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
社
及

　　び
自
社
以
外
で
の
再
利
用
は
有
価
で

　　な
く
と
も
産
業
廃
棄
物
と
し
な
い
こ

　　と
と
す
る
取
り
扱
い
の
制
定

　　回
答
＝
１
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
規

制
対
象
と
同
様
の
表
示
を
す
る
こ
と
は

規
制
対
象
建
材
と
間
違
わ
れ
や
す
く
な

り
、
か
え
っ
て
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
を
懸

念
。
無
垢
材
が
規
制
対
象
外
で
あ
る
こ

と
の
普
及
啓
発
に
努
め
た
い
。
２
に
つ

い
て
は
、
間
伐
材
を
使
用
し
た
物
品
は
、

環
境
物
品
と
し
て
一
定
の
認
知
が
得
ら

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
農
林
水

産
省
で
は
省
の
方
針
に
盛
り
込
み
済
。

関
係
省
庁
に
も
働
き
か
け
て
い
る
。
特

定
調
達
品
目
は
、
既
に
各
地
で
調
達
が

可
能
で
あ
る
こ
と
が
必
要
。
ま
だ
製
品

化
さ
れ
て
い
な
い
物
（
例
コ
ピ
ー
用
紙
）

は
不
可
能
。
３
に
つ
い
て
は
、
極
め
て

重
要
と
認
識
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
施
設
の
整
備
、
木
質
ボ
イ

ラ
ー
等
導
入
へ
の
重
点
支
援
、
林
地
残

材
の
収
集
運
搬
機
材
整
備
を
進
め
、
積

極
的
に
利
用
を
進
め
た
い
。
４
に
つ
い

て
は
、
木
く
ず
が
廃
棄
物
に
該
当
す
る

場
合
と
し
な
い
場
合
が
あ
る
が
、
廃
棄

物
に
該
当
す
る
木
く
ず
を
除
外
す
る
よ

う
な
仕
組
の
創
設
は
、
主
務
官
庁
の
理

解
を
得
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

有
効
利
用
を
通
じ
て
有
価
物
化
を
推
進

し
、
廃
棄
物
処
理
に
該
当
し
な
い
よ
う

な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
。

4
、
国
有
林
野
事
業
関
係
に
つ
い
て

１
、
分
局
の
機
能
維
持
と
長
期
的
視
野

　　に
立
っ
た
人
材
の
育
成
・
確
保

２
、
貴
重
な
木
造
建
築
物
で
あ
る
分
局

　　庁
舎
の
森
林
情
報
発
信
施
設
な
ど
と

　　し
て
の
活
用

　　回
答
＝
１
に
つ
い
て
は
、
分
局
は
十

五
年
度
末
に
廃
止
さ
れ
る
が
、
機
能
維

持
に
つ
い
て
は
、
八
月
末
を
目
途
に
鋭

意
検
討
中
。
２
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
、

土
地
は
、
可
能
な
限
り
売
り
払
う
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
建
物
付
取
得
の
地
方

m3

公
共
団
体
等
か
ら
の
要
望
が
あ
る
場
合

に
は
相
談
に
応
じ
る
考
え
。

5
、
そ
の
他

１
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
あ
る
二

　　〇
一
〇
年
度
に
お
け
る
国
産
材
需
要

　　量
二
千
五
百
万
　　の
確
実
な
達
成
に

　　向
け
て
の
明
確
な
施
策
の
提
示

　　回
答
＝
基
本
計
画
の
目
標
達
成
の
た

め
に
は
、
木
材
利
用
の
推
進
と
木
材
産

業
の
構
造
改
革
が
重
要
。
住
宅
等
へ
の

地
域
材
利
用
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
の
促
進
に
よ
り
木
材

利
用
を
推
進
。
必
要
な
施
設
整
備
等
に

よ
り
木
材
産
業
の
構
造
改
革
を
推
進
。

特
に
。
大
規
模
需
要
者
に
対
す
る
供
給

体
制
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
検
討
。

　
一
方
、
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
ム
ク
材
に
つ
い
て
は
、
対
象
外
と
い

っ
て
何
も
し
な
い
の
で
は
な
く
、
規
制

対
象
の
木
質
系
内
装
材
と
の
比
較
が
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
、
Ｆ
☆
☆
☆
☆
を

超
越
し
た
「
☆
」
の
表
示
を
求
め
る
声

も
あ
る
（
既
に
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
級
と

い
う
呼
び
方
も
あ
る
）。現
場
段
階
で
は
、

表
示
が
な
い
よ
り
は
、
何
ら
か
の
表
示

が
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
い
う
意
見
だ
が
、

こ
れ
も
、
い
ろ
い
ろ
意
見
が
あ
っ
て
、

ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。
国
土
交
通
省
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
規
制
対
象
外
の
建
材

を
掲
載
。
周
知
を
は
か
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
中
で
ム
ク
の
木
材
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
回
は
、
壁
面
等
で
面
状
に

使
用
さ
れ
る
建
材
の
使
用
制
限
で
あ
る

が
、
消
費
者
サ
イ
ド
か
ら
す
る
と
、
柱

や
梁
な
ど
の
構
造
材
に
使
用
さ
れ
る
集

成
材
に
規
制
が
な
い
の
は
、
不
十
分
と

い
う
意
見
も
あ
る
。

　
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
放
散
等
級
の
自

主
表
示
登
録
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

界
ご
と
に
活
用
が
進
ん
で
い
る
が
、
全

木
連
の
制
度
で
は
、
五
社
、
十
六
品
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
元
々
、
全
木
連
が

担
当
す
る
部
分
は
特
殊
で
あ
り
、
ど
こ

に
も
属
さ
な
い
も
の
を
対
象
に
し
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。
初
め
か
ら
想
定
し
て

い
た
ス
ギ
の
三
層
パ
ネ
ル
が
一
社
一
品

目
で
、
残
り
は
塗
装
し
た
造
作
集
成
材

と
オ
ー
バ
ー
レ
イ
パ
ネ
ル
で
あ
る
。

　
使
用
建
材
の
規
制
以
外
で
は
、
換
気
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7月分集計表
モニター数131　　回答数79　　回収率60％

増加24％（19）
増加16％（13）
上昇　1％（　1）
上昇　6％（　5）

増加15％（12）
増加10％（　8）
上昇　4％（　3）
上昇　2％（　2）

　8％（　5）
　2％（　1）
　8％（　5）
11％（　7）
10％（　6）

55％（41）

減少23％（18）
減少28％（22）
下降　6％（　5）
下降　8％（　6）

減少34％（27）
減少33％（26）
下降　4％（　3）
下降　8％（　6）

　4％（　3）
10％（　6）
12％（　7）
20％（13）
　8％（　5）

　0％（　0）

88％（58）
88％（53）
80％（47）
69％（44）
82％（50）

45％（33）

変わらず53％（42）
変わらず56％（44）
変わらず93％（73）
変わらず86％（68）

変わらず51％（40）
変わらず57％（45）
変わらず92％（73）
変わらず90％（71）

モニター数114　　回答数59　　回収率52％

増加30％（18）
増加20％（12）
上昇　2％（　1）
上昇15％（　9）

増加12％（　7）
増加　8％（　5）
上昇　2％（　1）
上昇17％（10）

10％（　3）
　5％（　1）
16％（　5）
12％（　5）

45％（　9）

減少12％（　7）
減少20％（12）
下降　8％（　5）
下降　3％（　2）

減少35％（21）
減少27％（16）
下降　3％（　2）
下降　7％（　4）

　0％（　0）
　0％（　0）
　0％（　0）
　4％（　2）

15％（　3）

90％（27）
95％（20）
84％（27）
84％（36）

40％（　8）

変わらず58％（34）
変わらず60％（35）
変わらず90％（53）
変わらず82％（48）

変わらず53％（31）
変わらず65％（38）
変わらず95％（56）
変わらず76％（45）

平成15年8月25日（月曜日）

設
備
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
批
判
が
多

い
。
そ
れ
も
、
本
格
木
造
を
手
が
け
て

き
た
業
者
の
不
満
が
強
い
。
当
然
と
い

え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
十
分
に
自
信
を

も
っ
て
提
供
し
て
い
る
建
物
に
、
な
お

換
気
設
備
を
設
置
す
る
必
要
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
行
政
は
、
持
ち
込
ま

れ
る
家
具
か
ら
の
放
散
や
住
み
手
の
自

然
換
気
の
実
行
が
保
証
さ
れ
な
い
と
し

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
住
宅
を
求
め

る
施
主
は
、
家
具
に
お
い
て
も
住
み
方

に
お
い
て
も
意
識
は
高
い
は
ず
と
い
う

反
論
も
あ
る
。

　
こ
れ
以
外
に
も
、
換
気
設
備
に
つ
い

て
は
、
建
築
費
の
上
昇
、
カ
ビ
の
発
生
、

電
気
代
の
か
か
り
増
し
な
ど
指
摘
す
る

意
見
が
多
い
。

　
最
近
の
情
報
に
よ
る
と
、
家
具
業
界

に
お
け
る
自
主
表
示
の
動
き
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
使
用
し
た
材
料
の

等
級
を
表
示
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
家
具
に
つ
い
て
は
、
初
め
か
ら
規
制

す
る
と
い
う
考
え
が
な
く
、
建
材
の
使

用
面
積
制
限
は
、
何
も
規
制
の
な
い
家

具
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
具
の
自
主
表
示

は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の

あ
た
り
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

べ
き
な
の
か
は
不
明
。

　
結
局
、
今
回
の
法
改
正
に
伴
う
騒
動

は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
本
物
の
木
造
住

宅
を
提
案
し
よ
う
と
す
る
者
に
は
不
評
。

良
質
な
住
宅
を
求
め
る
消
費
者
に
は
不

十
分
と
映
る
。

　
た
だ
し
、
施
工
業
者
に
と
っ
て
は
、

法
に
従
っ
て
施
工
を
し
て
い
る
限
り
は
、

仮
に
、
施
主
が
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群

を
発
症
し
て
も
、
訴
え
ら
れ
る
心
配
は

な
い
と
い
う
見
方
も
成
り
立
ち
そ
う
だ
。

　
重
要
な
こ
と
は
、
法
改
正
に
よ
っ
て

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
な
く
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ

の
点
は
、
木
材
業
界
も
注
目
し
て
お
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
法
改
正
の
時
の

国
会
付
帯
決
議
に
よ
れ
ば
、
今
後
ホ
ル

ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
以
外
の
化
学
物
質
に
つ

い
て
も
規
制
対
象
に
す
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
木
材
業
界
と
し
て
は
、
周
到

な
対
応
策
を
準
備
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。


